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那
覇
港
で
は
近
年
、本
土
か

ら
の
ク
ル
ー
ズ
船
は
も
と
よ
り
、

ア
ジ
ア
を
拠
点
と
す
る
外
航
ク

ル
ー
ズ
船
が
定
期
的
に
寄
港
す

る
な
ど
、海
外
か
ら
の
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。  

　
し
か
し
な
が
ら
、現
在
そ
の

受
入
は
一
般
貨
物
と
同
様
の
新

港
ふ
頭
岸
壁
に
旅
客
船
が
着

岸
し
て
お
り
、利
用
者
の
イ
メ

ー
ジ
低
下
や
安
全
性
確
保
、荷

役
作
業
の
効
率
低
下
等
様
々

な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。（
写

真
１
・
２
）  

　
本
事
業
は
、沖
縄
県
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る
観
光
リ

ゾ
ー
ト
産
業
を
積
極
的
に
支

援
す
る
と
と
も
に
国
際
交
流

拠
点
の
形
成
に
必
要
な
交
通

ア
ク
セ
ス
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

那
覇
港
泊
ふ
頭
地
区
に
お
い
て

旅
客
船
バ
ー
ス
の
整
備

を
行
い
ま
す
。  

　
今
回
、建
設
が
始
ま
っ

た
本
施
設
は
、岸
壁
延

長
３
４
０
ｍ
、水
深
マ
イ

ナ
ス
１０
ｍ
の
耐
震
強
化

岸
壁
で
、
完
成
す
れ
ば

ア
ジ
ア
ク
ル
ー
ズ
で
は
最

大
級
の
１０
万
ト
ン
ク
ラ

ス（
乗
客
定
員:

約
２
，６

０
０
人
）の
ク
ル
ー
ズ
船

が
着
岸
可
能
な
施
設
規

模
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

●
国
際
観
光
リ
ゾ
ー
ト

を
目
指
し
て

　
大
型
の
旅
客
船
で
世

界
各
地
を
周
遊
す
る
ク

ル
ー
ズ
は
欧
米
を
中
心

に
人
気
の
観
光
ス
タ
イ

ル
で
す
。
世
界
の
ク
ル
ー

ズ
人
口
の
約
７
割
は
ア
メ

リ
カ
、カ
ナ
ダ
で
あ
り
、

ク
ル
ー
ズ
適
地
は
、ア
ラ

開発建設部
那
覇
港
大
型
旅
客
船
バ
ー
ス
の
整
備
に
着
手
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縄
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平
成
１９
年
１１
月
１７
日
、
那
覇
港
大
型
旅
客
船
バ
ー
ス
の
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。 
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ス
カ
、地
中
海
・
エ
ー
ゲ
海
な
ど
世
界
各

地
に
あ
り
ま
す
が
、半
数
は
カ
リ
ブ
海

ク
ル
ー
ズ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、ア
ジ
ア
の
ク
ル
ー
ズ
は
、90
年
代

以
降
の
大
手
ク
ル
ー
ズ
会
社
の
参
入
で

拡
大
基
調
で
あ
る
事
に
加
え
、中
国
沿

岸
部
の
経
済
発
展
が
ク
ル
ー
ズ
人
口
増

大
の
潜
在
的
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
事
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
英
国
の
海
事
調
査
会

社
は
、2
0
1
5
年
ま
で
に
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
の
ク
ル
ー
ズ
需
要
が
２
０
０

万
人（
2
0
0
5
年
現
在
１
０
７
万
人
）

に
増
加
す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
　

　
県
全
体
で
は
、昨
年（
平
成
19
年
）60

回
の
ク
ル
ー
ズ
寄
港
が
あ
り
ま
し
た
。一

時
、大
手
ク
ル
ー
ズ
会
社
が
運
航
を
休

止
し
た
た
め
寄
港
が
減
っ
て
い
ま
し
た

が
、大
型
船
を
投
入
し
再
開
後
、寄
港

回
数
は
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
沖
縄
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
は

年
間
十
数
万
人
、
そ
の
半
数
は
海
路
、

す
な
わ
ち
船
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

「
ビ
ジ
ッ
ト
お
き
な
わ
計
画
」
で
観

光
入
域
客
数
一
千
万
人
を
目
指
す
沖

縄
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
の
ク
ル
ー
ズ

需
要
の
拡
大
は
海
外
か
ら
の
誘
客
の

絶
好
の
機
会
で
す
。
こ
の
た
め
、
大

型
ク
ル
ー
ズ
船
が
利
用
で
き
る
施
設

の
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

● 

防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割

（
県
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
向
上
）

　
全
国
に
お
い
て
、緊
急
物
資
輸
送
に

利
用
さ
れ
る
耐
震
強
化
岸
壁
の
施
設

整
備
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
の

整
備
率
は
平
均
で
約
５
割
に
留
ま
っ
て

い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、大
規
模
地
震
の
切
迫
性

等
か
ら
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
那
覇
港
に
お
い
て
大
規
模
な
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、背
後
地
域
人
口
、

被
災
率
及
び
緊
急
物
資
必
要
量
等
よ

り
耐
震
強
化
岸
壁
の
必
要
数
３
バ
ー
ス

を
設
定
し
て
お
り
、う
ち
２
バ
ー
ス
を

浦
添
ふ
頭
地
区
に
位
置
づ
け
て
い
る
も

の
の
、現
在
の
と
こ
ろ
緊
急
物
資
専
用

に
対
応
す
る
施
設
が
未
整
備
と
な
っ
て

い
ま
す
。こ
の
ま
ま
の
状
況
で
は
大
規

模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、船
舶
に
よ

り
緊
急
物
資
輸
送
に
支
障
を
き
た
し
、

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
が
遅
れ
る
こ
と

で
那
覇
市
、浦
添
市
等
多
く
の
人
口
を

抱
え
る
背
後
圏
に
極
め
て
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
状
況
か
ら
、本
施
設
を
耐
震
強

化
岸
壁
と
し
て
整
備
を
行
い
ま
す
。 

２
．起
工
式
典
を
開
催

　
平
成
１９
年
１１
月
１７
日（
土
）、大
型

旅
客
船
バ
ー
ス
の
起
工
式
典
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、多
数
の
来
賓
・

事
業
関
係
者
が
出
席
の
も
と
、清
水
治

内
閣
府
沖
縄
振
興
局
長
が
挨
拶
を
行

い
、仲
村
正
治
衆
議
院
議
員
、安
里
カ

ツ
子
沖
縄
県
副
知
事
に
よ
る
祝
辞
、事

業
関
係
者
に
よ
る
事
業
説
明
が
行
わ

れ
た
あ
と
、地
元
選
出
国
会
議
員
及
び

国
・
県
・
市
の
関
係
者
を
交
え
て
工
事

着
工
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。  

　
同
施
設
は
、平
成
２１
年
の
春
に
は
暫

定
供
用
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、今
後
、

沖
縄
県
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る

観
光
リ
ゾ
ー
ト
産
業
を
支
援
す
る
施

設
と
し
て
、一
層
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

SHIGOTONO*MADO1

2

3 6

4

5


